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令和４年度 豊田市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

令和５年５月   

 豊田市（愛知県） 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

○計画期間：平成３０年４月～令和５年３月（５年０月） 

 

1. 計画期間終了後の市街地の概況 

平成 20 年に策定した第１期計画では、計画推進中に発生したリーマンショックによる景気後

退によって、大型店の売上や宿泊施設の利用者数が減少するなどの影響を受け、目標指標で掲げ

た歩行者通行量等は未達成となった。 

それらを改善するべく平成 25 年に策定した第２期計画では、商業施設、高齢者福祉施設、住

宅棟の３棟からなる「豊田市駅前通り北地区第一種市街地再開発事業」等を基幹事業に実施して

きた。平成 29 年に再開発ビル「KiTARA」が完成し、昭和 60 年からの豊田市駅周辺の再開発構

想は完成を迎えた。また、計画で掲げた目標指標は、先述の住宅棟の入居が始まったことにより、

全て達成することができた。 

平成 30 年度からの第３期計画では、第２期計画までの課題であった昼間のにぎわいづくりと、

再開発により整備された都市機能を最大限に活かした「公民連携によるまちづくり」を目指して、

官民合計 37 事業に取り組んできた。 

 第 3 期計画の目標「まちなか賑わい創出(昼間歩行者通行量、フリーパーキング利用時間)」は、

新型コロナウイルス感染症、リモートワークの増加、2021 年 9 月末の松坂屋豊田店の閉店等の

影響基準値に及ばない結果となった。一方「公民連携による活性化(公共的空間の利用率)」は、

「まちなか賑わい創出」と同様の理由により目標指標には達しなかったが、平成 30 年にスター

トした(一社)ＴＣＣＭが中心となった官民のエリアマネジメントの取り組み、あそべるとよたプ

ロジェクトの利用状況からみると、民間の各広場の利用(地先広場の利活用)は大きく増加してお

り、中心市街地の活性化に大きな効果を発揮した。 

集客イベントによる一過性の賑わいづくり的な事業から、（一社）ＴＣＣＭが中心となった公

共空間での椅子の設置、人工芝の敷設等の設え整備（社会実験）や、屋外空間を活用したマーケ

ット開催等による、日常的な来街促進、回遊性向上、及び屋外空間の滞在性・快適性の向上等を

めざす、アフターコロナを見据えた取組が増えてきている。具体的な目標指標は厳しい推移とな

っているが、民間主導でエリアマネジメントに取り組むエリアマネジメント研究会も発足し、主

要なステークホルダーによる議論の場や試行的な事業が行われ、行政主導から民間主導のまちづ

くりの土壌ができた。商業面においても T-FACE のリニューアルオープンや、中止が続いていた

イベント等も再開の動きがでてきており、経済的な活動を維持・回復する動きが出てきている。 
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【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】 

（１）中心市街地の居住人口                    （基準日：毎年度１月１日） 

 
平成 29 年度

(計画前年度) 

平成 30 年度 

(１年目) 

令和元年度 

(２年目) 

令和 2 年度 

(３年目) 

令和 3 年度 

(４年目) 

令和 4 年度 

(最終年度) 

人口 13,284 人 13,425 人 13,273 人 13,325 人 13,288 人 13,394 人 

人口増減数 257 人 141 人 ▲152 人 52 人 ▲103 人 78 人 

自然増減数 103 人 52 人 ▲37 人 18 人 ▲54 人 ▲42 人 

社会増減数 154 人 89 人 ▲115 人 34 人 ▲49 人 120 人 

転入者数 1,003 人 996 人 877 人 859 人 766 人 1,011 人 

 

（２）中心市街地の地価                          （単位：円/㎡） 

 平成 29 年度

(計画前年度) 

平成 30 年度

(１年目) 

令和元年度

(２年目) 

令和２年度

(３年目) 

令和３年度

(４年目) 

令和４年度

(５年目) 

住宅地 

（平均） 
127,500 133,000 138,500 144,000 142,000 145,000 

商業地 

（平均） 
201,500 207,750 218,250 228,500 225,250 230,250 

 

 

２．計画した事業等は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られ

たか。（個別指標ごとではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

 

  【進捗・完了状況】 

①概ね予定通り進捗・完了した 

②予定通り進捗・完了しなかった 

 

  【活性化状況】 

   ①活性化した 

   ②若干活性化した 

   ③計画策定時と変化なし 

   ④計画策定時より悪化 

 

 

３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由） 

計画していた事業は、概ね遅延なく実施でき、37 事業中全ての事業に着手することができ、

概ね順調に進捗・完了したといえる。 

一方で、周辺市町での大型商業施設の新設・リニューアルなど、本市中心市街地を取り巻く環

境は依然厳しい状況が続いている。中心市街地の商業は事業所、従業者、販売額、売場面積のい

ずれも減少傾向にあり、立地する大型店の売り上げも厳しい状況にある。来街者の多くが通勤・

通学を目的としており、中心商業地としての求心力が低下している状況にある。そのような中、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、通勤や買い物など日常的な外出が控えられ、飲食店
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を中心とした営業時間短縮の要請など、中心市街地への来街者が大きく減少することとなり、商

業機能が停滞し、まちのにぎわいが失われる結果となっている。 

ただし、このような状況においても、民間主導でエリアマネジメントに取り組むエリアマネジ

メント研究会も発足し、主要なステークホルダーによる議論の場や試行的な事業が行われ、行政

主導から民間主導のまちづくりの土壌ができた。商業面においても T-FACE のリニューアルオー

プンや、中止が続いていたイベント等も再開の動きがでてきており、経済的な活動を維持・回復

する動きが出てきており、また、中心市街地の地価も住宅地及び商業地ともに上昇したため、若

干活性化したといえる。 

 

 

４．中心市街地活性化基本計画の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

  

【活性化状況】 

   ①活性化した 

   ②若干活性化した 

   ③計画策定時と変化なし 

④計画策定時より悪化 

 

豊田市が策定した平成３０年４月～令和５年３月を計画期間とする第３期豊田市中心市街地

活性化基本計画は、「歩行者通行量」、「駐車場利用時間」、「公共的空間利用率」の３項目を

目標指標に設定し、中心市街地を整備いただいた。令和２年から流行した新型コロナウイルス感

染症の影響等もあり、いずれの目標も未達となったが、その取り組みについては一定の評価がで

きるものと考える。 

現状、人口の転出の兆しや、商業施設や商業者の衰退が招いた小規模遊休地の増加など、中核

都市機能維持のための手厚い対応が求められている。第４期中活基本計画で設定された、引き続

き解決すべき課題と新たに設定された目標については当協議会としても共通の認識を持ち、豊田

市と官民一体となり、事業を邁進していく。中活基本計画事業の実施に当たっては社会経済環境

の変化が激しいことを鑑み、期間中であっても変化に柔軟な対応を希望する。加えて、早期実施

可能な取り組みに関しては直ちに取り組み、中心市街地活性化の早期実現をお願いする。 

 

 

５．市民意識の変化 

 

【活性化状況】 

①活性化した 

②若干活性化した 

③計画策定時と変化なし 

④計画策定時より悪化 

 

新型コロナの影響により、市民の中心市街地への来街頻度が減少していることから、アフター

コロナを見据え、来街頻度の向上に向けた対応が求められる。 

一方で、中心市街地の満足度は年々向上しており、市街地再開発事業をはじめとしたこれまでの

取組に対し、一定の評価が得られていると考えられ、特に中心市街地に居住する市民の満足度は

高くなっていることから、市民意識としては若干活性化したといえる。時系列の変化をみると、

平成 12 年豊田そごう及び、平成 13 年豊田サティが相次ぎ撤退した時期を契機に大きく変化し
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ている。満足度については、平成 28 年度から 0.21 ポイント増加し、向上していることがうか

がえる。重要度については、平成 28 年度から 0.13 ポイント減少している。（グラフ１） 

中心市街地の来街目的は「買い物」の割合が最も高く、中心商業地としてのニーズも高い傾向

にある。年代別にみると、20 代以下の若年層で中心商業地としての役割と共に、ハレの場とし

てのニーズが高い傾向にあり、若年層とそれ以外で中心市街地に対するニーズや期待役割がやや

異なる傾向がみられる。また、中心市街地に居住する市民は、日常的に利用できる身近な商業地

としてのニーズが高いことがうかがえる。（グラフ２） 

中心市街地活性化に向けては、ウィズ／アフターコロナを見据えつつ、今後、中心市街地を利

用する主要顧客層となる若年層のニーズ等を取り込んだ取組が求められる。また、中心市街地に

居住する市民にとって日常的に利用しやすい商業地が形成されることで、居住者の需要だけでな

く、鉄道駅を利用する通勤・通学者のついで買いの需要などを喚起・取り込むことができると考

えられる。 

従って、第 3 期中心市街地活性化基本計画までに実現した都市基盤を活かし、特徴あるテナン

ト構成や多様な交流や賑わいを促す日常的なイベント等の展開などを官民連携により進め、ハー

ド・ソフト両面での拠点性を高めていくことが重要となる。 

 
（グラフ１）中心市街地の重要度・満足度の時系列の変化 

 
※「重要度」及び「満足度」の算出方法について、5段階評価の中間を 0として平均値を算出。0より高い場合は、「重要度：力を入
れて欲しい」「満足度：満足」となり、低い場合は「重要度：力を入れる必要はない」「満足度：不満」となる。 

〈選択肢〉 
重要度…力を入れて欲しい・できれば力を入れてほしい・今のままでよい・あまり力を入れる必要はない・力を入れる必要はな

い 
満足度…満足・まあ満足・普通・やや不満・不満 

 
（グラフ２）中心市街地への来街目的 
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令和３年度 1,012 62.9% 33.3% 30.4% 16.0% 14.3% 10.9% 10.2% 9.6% 6.7% 4.4% 4.2% 3.4% 2.0% 9.1% 
平成 28 年度 1,082 65.2% 30.9% 37.2% 21.2% 11.7% 8.6% 4.1% 6.5% 10.1% 3.8% 7.9% 6.1% 2.9% 5.1% 

増減 － -2.3% 2.4% -6.8% -5.2% 2.6% 2.3% 6.1% 3.1% -3.4% 0.6% -3.7% -2.7% -0.9% 4.0% 

若年 114 68.4% 18.4% 48.2% 14.0% 2.6% 0.9% 30.7% 23.7% 7.0% 3.5% 10.5% 6.1% 1.8% 0.9% 

中年 429 66.9% 30.8% 36.4% 15.4% 11.9% 7.5% 8.4% 7.9% 6.8% 4.0% 4.4% 4.7% 3.5% 6.1% 

高年 464 57.8% 39.0% 20.5% 17.2% 19.2% 16.2% 6.9% 7.8% 6.7% 5.2% 2.6% 1.5% 0.4% 4.3% 

（注）「無回答」は非掲載。若年：20代以下、中年：30～50代、高年：60代以上 
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６．今後の取組 

これまで３期にわたり中心市街地活性化に向けた取組を進め、市街地再開発による基盤整備や

公民連携によるエリアマネジメントの推進などにより、活性化に向けた一定の成果が得られてき

た。しかし、居住、商業など課題解決に至っていない分野も多く、活性化に向けた取組を継続し

ていくことが求められる。 

また、これまで整備が進められてきた都市基盤のうち、初期段階のものは老朽化が進んでおり、

その維持や見直しを含めた再編等が必要となっている。さらに、中心市街地に求められる機能も

社会潮流にあわせて変化している。特に新型コロナウイルス感染症拡大は、テレワークをはじめ

とした新しい働き方の浸透や、医療、教育など様々な分野でのデジタル化の進展など、市民のラ

イフスタイルや価値観に変化・多様化をもたらしている。 

このような変化を、中心市街地活性化を図るチャンスと捉え、コロナ後を見据えた、都市機能

の増進や経済活力の向上を図る新たな計画として取り組むことが、まちなかの商業機能やにぎわ

いの早期回復を図る上でも必要であり、犯罪の起きにくい環境をつくることによって来街者の回

遊行動を促し、第３期計画で得られたエリアマネジメントをはじめとする成果の継承・発展とと

もに、第３期計画で積み残した課題解決を進めていくことが求められる。 

今後は、第３期計画までに中心市街地で整備・蓄積されてきた資源の活用を最大限に図り、「低

未利用地を活用した共同住宅誘導など転出を抑制する居住環境整備」、「域集客だけでなく普段づ

かいのできる商業機能の充実」、「エリアマネジメントの醸成と民間主導のまちづくり」、「既存ス

トック・機能の維持・集約・活用による多様な人が集う空間の構築」、「教育機関や企業と連携し

た新たなまちづくり」など、新たな社会潮流に対応した取組を公民一体となり進めていく予定で

ある。 
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Ⅱ．目標ごとのフォローアップ結果 

１．各目標の達成状況 

 

目標 目標指標 
基準値 

（Ｈ28） 

目標値 

（Ｒ4） 

基準値から目標

値までの幅の 

８割ライン 

最新値 
達成 

状況 数値 年 

まちなか 

にぎわい創出 

歩行者通行量 

（昼間 9～17 時） 
31,507 人 32,584 人 32,369 人 28,367 人 R 5 . 3 Ｃ 

フリーパーキング 

対象駐車場の総利用時間 

601 

万台時間 

700 

万台時間 

680 

万台時間 

491 

万台時間 
R 5 . 3 Ｃ 

公民連携に 

よる活性化 
公共的空間の利用率 27.2％ 36.5％ 34.6％ 34.6％ R 5 . 3 Ｂ1 

 

＜達成状況の分類＞  

Ａ ：目標達成 

Ｂ1：概ね目標達成（基準値から目標値までの幅の８割ラインを超えている） 

Ｂ2：基準値より改善（基準値から目標値までの幅の８割ラインには及ばない） 

Ｃ ：基準値に及ばない 
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２．目標指標ごとのフォローアップ結果 

 

（１）「歩行者通行量（昼間 9 時～17 時）」（目標の達成状況【 C 】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P.62～P.68 参照 

 

●調査結果と分析 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法： 豊田市中心市街地歩行者自動計測装置による測定（13 地点） 

※調 査 月： 1 年を通して（9 時から 17 時） 

※調査主体： 豊田市 

※調査対象： 歩行者 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 （単位：人/日） 

H28 
31,507 

（基準年値） 

H30 32,094 

R1 32,407 

R2 22,124 

R3 24,103 

R4 28,367 

R4 
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（単位：人） 

 平成 29 年度 

(計画前年度) 

平成 30 年度 

(１年目) 

令和元年度 

(２年目) 

令和 2 年度 

(３年目) 

令和 3 年度 

(４年目) 

令和 4年度 

(５年目) 

地点 2 1,638 1,440 1,538 1,290 1,351 1,358  

地点 4 1,066 1,207 1,196 780 885 995  

地点 5 580 558 587 497 518 578  

地点 7 995 920 849 594 695 766  

地点 8 733 683 727 608 646 646  

地点 9 564 565 544 427 474 523  

地点 10 8,851 9,210 9,552 6,145 6,916 8,457  

地点 11 9,833 9,888 10,161 6,797 7,282 9,002  

地点 14 748 702 749 607 657 710  

地点 15 605 558 534 340 409 466  

地点 16 4,480 4,530 4,101 2,787 2,983 3,378  

地点 17 1,036 1,023 1,101 706 756 873  

地点 18 878 810 768 546 531 615  

合計 32,007 32,094 32,407 22,124 24,103 28,367 

〈分析内容〉 

・令和 4 年度は、地点 8 を除き、前年度よりは回復傾向にある。 

・令和元年度末以降は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、回復傾向にあるものの、歩

行者通行量はコロナ以前の値に戻っていない。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．豊田市駅前通り北地区第一種市街地再開発事業 

（実施主体：豊田市駅前通り北地区市街地再開発組合） 

事業実施期間 平成 23 年度～平成 30 年度【済】 

事業概要 
県道豊田市駅前停車場線の北側において、商業施設、高齢者福祉施

設及び住居棟の整備を行う市街地再開発事業を実施する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通省） 

平成 23 年度～平成 30 年度 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分（アミューズメント施設） 

【目標値】759 人/日 

【最新値】529 人/日 

歩行者通行量の増加分（居住施設・福祉施設） 

【目標値】78 人/日 

【最新値】78 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

予定通り事業が完了し、居住施設、福祉施設、アミューズメント施

設が完了したものの、アミューズメント施設（シネコン）の年間来

館者数が想定を下回ったため目標値に達しなかった。 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・平成 29 年 11 月に商業棟が完成。その後、残りの 2 棟も完成し

た。平成 30 年度は事業区域内の既存建築物の撤去等を行い、平

成 31 年 1 月で再開発組合は解散した。 
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・完成後の効果として、ビル全体で年間約 25 万人の集客があり、

居住人口も増加したことにより、豊田市駅の東側の歩行者通行量

は基準値と比較して 10％の増加となった。また、新たな飲食店の

開業により回遊性も生まれている。 

事業の 

今後について 

平成 30 年度にて事業完了。今後は施設の適切な運営と集客に向け

た取組を実施していく。 

 

②．まちなかにぎわい・回遊性向上事業（実施主体：一般社団法人ＴＣＣＭ） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 

地域商業者、公共施設、メディア関係者等で構成する「中心市街地

まちなか宣伝会議」が情報発信、集客イベント等を合同で実施する

ものであり、まちの賑わい創出及び商業活性化を図る。 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分 

【目標値】141 人/日 

【最新値】98 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

・アミューズメント施設（シネコン）の年間来館者数が想定を下回

ったため目標値に達しなかった。 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・まちなか宣伝会議（32 団体）によるにぎわい創出、情報発信及び

連携事業を実施した。 

・『サポーター店』：J リーグ名古屋グランパスの豊田スタジアムで

の試合、美術館の企画展にてまちなか店舗が連携した回遊性向上

事業を実施した。 

・『シネチケでサービス』：シネコンでの鑑賞者とまちなか店舗との

連携で回遊性向上を図る事業を実施した。 

・11 月は各施設、3 月は屋外空間を活用した集客イベント及び回遊

イベントを開催した。 

・中心市街地歩行者通行量は新型コロナウイルス感染拡大の影響等

で落ち込んでいる。（R4/R1 比 80%）また、昨年よりは回復し

た。（R4/R3 比 118.1%） 

事業の 

今後について 

・直接的に経済的効果が表れる事業を検討していく。 

 

③．新豊田駅東口駅前広場整備事業（実施主体：豊田市） 

事業実施期間 平成 29 年度～令和 6 年度【実施中】 

事業概要 
新豊田駅東側の駅前広場を一般車、バス、タクシーなどの交通処理

施設及び多様な利活用を可能とする広場としての再整備を行う。 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業（豊田都心地区）） 

（国土交通省） 
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平成 30 年度 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分 

【目標値】59 人/日 

【最新値】86 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

・利用者組織（新とよパークパートナーズ）による運営の公民連携

により、多様な行動や利用者が増加したため。 

計画終了後の状

況及び事業効果 

市民や広場利用者とのワークショップや実験を重ね、それらを反映

したリニューアル工事を実施した。 

事業の 

今後について 

利用者目線に立った使いやすい広場としての運用方法を検討しな

がら、引き続き、広場づかいによる新たな楽しみ方の提供、新たな

利用者の発掘を目指し、事業完了に向けて進めていく。 

 

④．駐車場利便性向上事業（実施主体：豊田まちづくり㈱、豊田市） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 
中心市街地駐車場の再整備、フリーパーキング駐車場の誘導方法及

びシステムの見直しを実施。 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分 

【目標値】83 人/日 

【最新値】78 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街者が減少した

ため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・新豊田駅地下機械式駐車場は、機器の老朽化及び旧式機器による

利用可能車両の制限等の諸問題で使用不可としていたが、撤去

後、新たな駐車場区画として整備したことにより、収容台数が増

加したことで、利用者の利便性が向上した。 

・喜多町駐車場のエレベーター改修を実施し、快適性が向上した。 

・駐車場環境整備は計画通り実施しており、令和４年度の駐車場利

用者は、増加傾向にある。 

事業の 

今後について 

アンケート調査結果等をもとに、計画通り修繕・改修工事を進め駐

車場の利用増加を目指す。また、フリーパーキングの利用状況から

駐車場への誘導方法及びシステムの見直しを再検証し、駐車場利便

性向上を図る。 

 

⑤．公共空間等整備事業（実施主体：豊田市） 

事業実施期間 平成 27 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 
大型商業施設におけるトイレ等の公共的空間の改修や整備に対す

る支援 
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国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分 

【目標値】372 人/日 

【最新値】334 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街者が減少した

ため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

本事業にて公共的空間を整備することにより、来訪者のおもてなし

環境が向上され、まちなかのにぎわい創出が期待できる。令和４年

度は１件の整備を行った。（豊田市駅西口市街地再開発ビルＡ館 3，

4，5 階客用トイレ整備事業） 

事業の 

今後について 

引き続き、来訪者にとって快適な空間に向けた整備を実施し、また

訪れたくなるまちとなるよう、おもてなし環境の向上を目指してい

く。 

 

⑥．公共的空間活用等研究事業 

（実施主体：中心市街地活性化協議会、一般社団法人ＴＣＣＭ） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 公共的空間の活用に関する検討及び社会実験の実施 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

歩行者通行量の増加分 

【目標値】32 人/日 

【最新値】19 人/日 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街者が減少した

ため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・官民 7 広場での市民の活用（あそべるとよたプロジェクト）を行

った。（利用実績：広場利用数 193 件（92 件/R3、210%/R3 比）） 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ広場のベンチ、植栽の整備、

人工芝の敷設、また、飲食事業者の運営・管理を実施した。 

・県道停車場線歩道空間でマーケットを開催した。（【Toyota Street 

Market】5 月～3 月（6 月中止）10 回開催（内 7.8.9 月はナイ

トマーケット）） 

・都市公園で開催の「STREET＆PARK MARKET」は、毎月計 12 回

実施したほか、別会場でも計 2 回実施した。（豊田スタジアム、

エコフルタウン） 

・豊田市美術館の庭園で年 2 回開催の「MUSEUM MARKET」もゴ

ールデンウィーク 2 日間、11 月 2 日間開催した。 

・豊田市駅西口の広場において、インフォメーション機能とカフェ

機能を併設した「THE CONTAINER N6」の運営を継続して実施
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した。(cf.まちなか案内事業) 

事業の 

今後について 

・従来の取組を引き続き進めることで、恒常的に広場活用できる仕

組を検討するほか、多様な事業者・プレーヤーとの連携・参画を

促進する。 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ補修に伴う広場機能を検討す

る。 

・豊田市の都心の整備に合わせ、利用制限が生じる広場の告知、及

び代替広場のＰＲを実施する。 

・豊田市駅東口まちなか広場の運営管理を実施する。 

 

●今後の対策 

主要事業は概ね順調に進捗したが、令和元年度末からまん延した新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受け、令和２年度に大きく減少し、令和３、４年度と回復しているもの

の歩行者通行量は依然低調である。 

今後は、第４期計画に基づき、商業・まちづくり・都市機能や交通の分野を中心に取り

組み、歩行者通行量の増加を目指す。 

商業では、日常ニーズを満たす商業まちづくりを方針とし、広域集客だけでなく普段づ

かいのできる商業機能の充実を図るため、中心市街地大型商業施設が一体となってひとつ

の商業モールとして機能するよう、テナントリーシングやテナントミックス推進における

課題を共有する、中心市街地テナントミックス推進事業を中心に取り組む。 

まちづくりでは、民主導の市民が主役のまちづくりの推進を方針とし、民間の参入と再

投資を促し、エリアマネジメントの醸成と民間主導のまちづくりを進めるため、豊田市駅

周辺地区のステークホルダー等が連携してエリアの魅力化、快適性の向上等をめざし、屋

外空間等を活用する事業を実施する、豊田市駅周辺地区のエリアマネジメント推進事業を

中心に取り組む。 

都市機能や交通では、多様な空間構成による居心地のいいまちづくりを方針とし、既存

ストック・機能の維持・集約・活用による多様な人が集う空間を構築するため、現在の駅

前広場を刷新し、グラウンドレベルでのにぎわいづくりに向けて、歩行者空間整備を行い

魅力のある都市空間を創出する、豊田市駅東口駅前広場整備事業を中心に取り組む。 
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（２）「フリーパーキング対象駐車場の総利用時間」（目標の達成状況【 C 】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P.69～P.73 参照 

 

●調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法： 3 時間駐車無料サービス（フリーパーキング）のデータを使用 

※調 査 月： 3 月末  

※調査主体： 豊田まちづくり㈱ 

※調査対象： フリーパーキング対象駐車場（合計 17 駐車場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーパーキング加盟駐車場位置図（17 か所） 
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〈分析内容〉 

指標の最新値が大幅に下回った原因として、令和元年度末からの新型コロナウイル 

ス感染症拡大の影響により、リモートワークの増加や来街の自粛により駐車台数及び１

台あたりの駐車時間が減少したことが考えられる。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．豊田市駅前通り北地区第一種市街地再開発事業 

（実施主体：豊田市駅前通り北地区市街地再開発組合） 

事業実施期間 平成 23 年度～平成 30 年度【済】 

事業概要 
県道豊田市駅前停車場線の北側において、商業施設、高齢者福祉施

設及び住居棟の整備を行う市街地再開発事業を実施する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通省） 

平成 23 年度～平成 30 年度 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

利用台数の増加分 

【目標値】245,231 台 

【最新値】170,808 台 

達成した（出来

なかった）理由 

シネコンへの年間来館者数が想定を下回ったため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・平成 29 年 11 月に商業棟が完成。その後、残りの 2 棟も完成し

た。平成 30 年度は事業区域内の既存建築物の撤去等を行い、平成

31 年 1 月で再開発組合は解散した。 

・完成後の効果として、ビル全体で年間約 25 万人の集客があった。

特にシネコン利用による駐車場の利用は、平成 30 年度は 8 万台で

あり、利用台数の増加につながっている。 

事業の 

今後について 

平成 30 年度にて事業完了。今後は施設の適切な運営と集客に向け

た取組を実施していく。 

 

②．駐車場利便性向上事業（実施主体：豊田まちづくり㈱、豊田市） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 
中心市街地駐車場の再整備、フリーパーキング駐車場の誘導方法及

びシステムの見直しを実施。 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

利用台数の増加分 

【目標値】67,769 台 

【最新値】55,654 台 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街者が減少した

ため 

計画終了後の状 ・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和２年度に延期
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況及び事業効果 していた新豊田駅地下機械式駐車場の撤去も調整して実施した。 

・新豊田駅地下機械式駐車場は、機器の老朽化及び旧式機器による

利用可能車両の制限等の諸問題で使用不可としていたが、撤去

後、新たな駐車場区画として整備したことにより、収容台数が増

加したことで、利用者の利便性が向上した。 

・喜多町駐車場のエレベーター改修を実施し、快適性が向上した。 

・駐車場環境整備は計画通り実施しており、令和 3 年度の駐車場利

用者は、増加傾向にある。（17P/昨対 103.2%） 

事業の 

今後について 

アンケート調査結果等をもとに、計画通り修繕・改修工事を進め駐

車場の利用増加を目指す。また、フリーパーキングの利用状況から

駐車場への誘導方法及びシステムの見直しを再検証し、駐車場利便

性向上を図る。 

 

③．新豊田駅東口駅前広場整備事業（実施主体：豊田市） 

事業実施期間 平成 29 年度～令和 6 年度【実施中】 

事業概要 
新豊田駅東側の駅前広場を一般車、バス、タクシーなどの交通処理

施設及び多様な利活用を可能とする広場としての再整備を行う。 

国の支援措置名

及び支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業（豊田都心地区）） 

（国土交通省） 

平成 30 年度 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

滞在時間の増加分 

【目標値】0.06 時間 

【最新値】▲0.01 時間 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街時間が減少し

たため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

市民や広場利用者とのワークショップや実験を重ね、それらを反映

したリニューアル工事を実施した。 

事業の 

今後について 

利用者目線に立った使いやすい広場としての運用方法を検討しな

がら、引き続き、広場づかいによる新たな楽しみ方の提供、新たな

利用者の発掘を目指し、事業完了に向けて進めていく。 

 

④．まちなかにぎわい・回遊性向上事業（実施主体：一般社団法人ＴＣＣＭ） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 

地域商業者、公共施設、メディア関係者等で構成する「中心市街地

まちなか宣伝会議」が情報発信、集客イベント等を合同で実施する

ものであり、まちの賑わい創出及び商業活性化を図る。 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最 滞在時間の増加分 



 

16 

 

新値及び 

達成状況 

【目標値】0.06 時間 

【最新値】▲0.01 時間 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街時間が減少し

たため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・まちなか宣伝会議（32 団体）によるにぎわい創出、情報発信及び

連携事業を実施した。 

・『サポーター店』：J リーグ名古屋グランパスの豊田スタジアムで

の試合、美術館の企画展にてまちなか店舗が連携した回遊性向上

事業を実施した。 

・『シネチケでサービス』：シネコンでの鑑賞者とまちなか店舗との

連携で回遊性向上を図る事業を実施した。 

・11 月は各施設、3 月は屋外空間を活用した集客イベント及び回遊

イベントを開催した。 

・中心市街地歩行者通行量は新型コロナウイルス感染拡大の影響等

で落ち込んでいる。（R4/R1 比 80%）また、昨年よりは回復した。

（R4/R3 比 118.1%） 

事業の 

今後について 

・直接的に経済的効果が表れる事業を検討していく。 

 

⑤．公共空間等整備事業（実施主体：豊田市） 

事業実施期間 平成 27 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 
大型商業施設におけるトイレ等の公共的空間の改修や整備に対す

る支援 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

滞在時間の増加分 

【目標値】0.06 時間 

【最新値】▲0.01 時間 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街時間が減少し

たため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

本事業にて公共的空間を整備することにより、来訪者のおもてなし

環境が向上され、まちなかのにぎわい創出が期待できる。令和４年

度は１件の整備を行った。（豊田市駅西口市街地再開発ビルＡ館

3，4，5 階客用トイレ整備事業） 

事業の 

今後について 

引き続き、来訪者にとって快適な空間に向けた整備を実施し、また

訪れたくなるまちとなるよう、おもてなし環境の向上を目指してい

く。 

 

⑥．公共的空間活用等研究事業 

（実施主体：中心市街地活性化協議会、一般社団法人ＴＣＣＭ） 
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事業実施期間 平成 25 年度～令和４年度【実施中】 

事業概要 公共的空間の活用に関する検討及び社会実験の実施 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

滞在時間の増加分 

【目標値】0.06 時間 

【最新値】▲0.01 時間 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来街時間が減少し

たため 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・官民 7 広場での市民の活用（あそべるとよたプロジェクト）を行

った。（利用実績：広場利用数 193 件（92 件/R3、210%/R3 比）） 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ広場のベンチ、植栽の整備、

人工芝の敷設、また、飲食事業者の運営・管理を実施した。 

・県道停車場線歩道空間でマーケットを開催した。（【Toyota Street 

Market】5 月～3 月（6 月中止）10 回開催（内 7.8.9 月はナイ

トマーケット）） 

・都市公園で開催の「STREET＆PARK MARKET」は、毎月計 12 回

実施したほか、別会場でも計 2 回実施した。（豊田スタジアム、

エコフルタウン） 

・豊田市美術館の庭園で年 2 回開催の「MUSEUM MARKET」もゴ

ールデンウィーク 2 日間、11 月 2 日間開催した。 

・豊田市駅西口の広場において、インフォメーション機能とカフェ

機能を併設した「THE CONTAINER N6」の運営を継続して実施し

た。(cf.まちなか案内事業) 

事業の 

今後について 

・従来の取組を引き続き進めることで、恒常的に広場活用できる仕

組を検討するほか、多様な事業者・プレーヤーとの連携・参画を促

進する。 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ補修に伴う広場機能を検討す

る。 

・豊田市の都心の整備に合わせ、利用制限が生じる広場の告知、及

び代替広場のＰＲを実施する。 

・豊田市駅東口まちなか広場の運営管理を実施する。 

 

●今後の対策 

 主要事業は概ね順調に進捗したが、令和元年度末からまん延した新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受け、令和２年度に大きく減少し、令和３、４年度と回復しているもの

のフリーパーキング対象駐車場の総利用時間は依然低調である。 

今後は、第４期計画に基づき、商業・まちづくり・都市機能や交通の分野を中心に取り

組み、フリーパーキング対象駐車場の総利用時間の増加も期待できる。 

商業では、日常ニーズを満たす商業まちづくりを方針とし、広域集客だけでなく普段づ
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かいのできる商業機能の充実を図るため、中心市街地大型商業施設が一体となってひとつ

の商業モールとして機能するよう、テナントリーシングやテナントミックス推進における

課題を共有する、中心市街地テナントミックス推進事業を中心に取り組む。 

まちづくりでは、民主導の市民が主役のまちづくりの推進を方針とし、民間の参入と再

投資を促し、エリアマネジメントの醸成と民間主導のまちづくりを進めるため、豊田市駅

周辺地区のステークホルダー等が連携してエリアの魅力化、快適性の向上等をめざし、屋

外空間等を活用する事業を実施する、豊田市駅周辺地区のエリアマネジメント推進事業を

中心に取り組む。 

都市機能や交通では、多様な空間構成による居心地のいいまちづくりを方針とし、既存

ストック・機能の維持・集約・活用による多様な人が集う空間を構築するため、現在の駅

前広場を刷新し、グラウンドレベルでのにぎわいづくりに向けて、歩行者空間整備を行い

魅力のある都市空間を創出する、豊田市駅東口駅前広場整備事業を中心に取り組む。 
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（３）「公共的空間の利用率」（目標の達成状況【 Ｂ１ 】） 

※目標設定の考え方認定基本計画 P.74～P.75 参照 

 

●調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：公共的空間の使用申請記録による 

※調 査 月：1 年間を通じて 

※調査主体：豊田市 

※調査対象：シティプラザ、ペデストリアンデッキ広場、豊田市駅西口デッキ下、ギャザ 

南広場、参合館前広場、コモ・スクエアイベント広場の 6 箇所 
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（単位：％） 

 平成 29 年度 

(計画前年度) 

平成 30 年度 

(１年目) 

令和元年度 

(２年目) 

令和２年度 

(３年目) 

令和３年度 

(４年目) 

令和４年度 

(５年目) 

地点１ 4.4 4.9 1.4 0.8 2.2 6.8 

地点２ 72.3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

地点３ 1.6 1.1 0.8 0.0 0.0 7.4 

地点４ 3.8 35.6 35.8 31.8 37.5 37.0 

地点５ 10.4 15.1 26.5 10.7 12.1 14.5 

地点６ 1.6 8.2 5.4 28.5 31.2 41.9 

平均 15.7 27.4 28.3 28.6 30.5 34.6 

 

〈分析内容〉 

「公民連携による活性化(公共的空間の利用率)」は、目標指標には未達となったが、平

成 30 年にスタートした(一社)ＴＣＣＭが中心となった官民のエリアマネジメントの取

り組み「あそべるとよたプロジェクト」の各広場の利用状況からみると、民間の各広場

の利用(地先広場の利活用)は大きく増加しており、一定の認知度・波及効果をもたらし

た。 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進組織（（一社）TCCM）によるまちづくり及びﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業 

（実施主体：一般社団法人ＴＣＣＭ） 

事業実施期間 平成 28 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 

法人格を持ったまちづくり組織が事業収益を得て、新たなまちづく

り事業に還元していくことによって、持続的な活性化事業の展開を

進めるもの 

国の支援措置名

及び支援期間 

地域・まちなか活性化・魅力創出支援事業費補助金（中心市街地活

性化支援事業）のうち調査事業、専門人材活用支援事業（経済産業

省） 

令和元年度～令和 4 年度 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

公共的空間の利用率の増加分 

【目標値】9.3％ 

【最新値】7.4％ 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大に対応した事業内容に変更

し実施したものの、外出自粛要請等により伸び悩み、目標値

には達しなかった。 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・（一社）ＴＣＣＭが、下記の事業等を都市再生推進法人及びエリマ

ネ推進組織として実施 

・あそべるとよたプロジェクト】の事務局運営（年 3 回の協議会開

催） 
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・豊田市駅周辺地区エリマネ研究会】の運営（駅周辺エリアの魅力・

価値の向上をめざす官民連携のエリアマネジメントの推進。年 8

回の研究会開催、9 月市の社会実験に合わせ市民を巻き込んだ空

間活用の実証実験を実施） 

・都市利便増進協定にもとづく道路占用許可の特例を活用した

Toyota Street Market の開催（5 月～3 月（6 月中止）10 回停

車場線の歩道を活用したマーケットの開催） 

・毎月豊田市駅周辺にて清掃活動の実施（12 回） 

事業の 

今後について 

引き続き事業を継続しながら、実施主体の組織強化を目指してい

く。今後は、中心市街地の魅力発信の強化と、新たなまちづくりの

担い手(プレーヤー)の発掘を進め、広場利用者の増加を目指す。 

ステークホルダー自らが豊田市駅周辺の価値・魅力向上をめざす、

エリアマネジメントの取組を推進する。 

 

②．公共的空間活用等研究事業 

（実施主体：中心市街地活性化協議会、一般社団法人ＴＣＣＭ） 

事業実施期間 平成 25 年度～令和 4 年度【実施中】 

事業概要 公共的空間の活用に関する検討及び社会実験の実施 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最

新値及び 

達成状況 

公共的空間の利用率の増加分 

【目標値】9.3％ 

【最新値】7.4％ 

達成した（出来

なかった）理由 

・新型コロナウイルス感染症拡大に対応した事業内容に変更

し実施したものの、外出自粛要請等により伸び悩み、目標値

には達しなかった。 

計画終了後の状

況及び事業効果 

・官民 7 広場での市民の活用（あそべるとよたプロジェクト）を行

った。（利用実績：広場利用数 193 件（92 件/R3、210%/R3 比）） 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ広場のベンチ、植栽の整備、

人工芝の敷設、また、飲食事業者の運営・管理を実施した。 

・県道停車場線歩道空間でマーケットを開催した。（【Toyota Street 

Market】5 月～3 月（6 月中止）10 回開催（内 7.8.9 月はナイ

トマーケット）） 

・都市公園で開催の「STREET＆PARK MARKET」は、毎月計 12 回

実施したほか、別会場でも計 2 回実施した。（豊田スタジアム、

エコフルタウン） 

・豊田市美術館の庭園で年 2 回開催の「MUSEUM MARKET」もゴ

ールデンウィーク 2 日間、11 月 2 日間開催した。 

・豊田市駅西口の広場において、インフォメーション機能とカフェ

機能を併設した「THE CONTAINER N6」の運営を継続して実施
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した。(cf.まちなか案内事業) 

事業の 

今後について 

・従来の取組を引き続き進めることで、恒常的に広場活用できる仕

組を検討するほか、多様な事業者・プレーヤーとの連携・参画を促

進する。 

・豊田市駅西口ペデストリアンデッキ補修に伴う広場機能を検討す

る。（エリマネ研究会、豊田まちづくり㈱と連携） 

・エリアマネジメントの取組として、広場歩道等屋外空間を活用し

た、マーケット「Toyota Street Market」を回数増で開催する予定。 

 

●今後の対策 

主要事業は概ね順調に進捗した。公共的空間の利用率は、令和４年度は基準値との比較

で 7.4％の増加であり、目標値には達しなかったものの、基準値から目標値までの幅の８

割ラインを超えた。令和元年度末からまん延した新型コロナウイルス感染症拡大の影響

で、歩行者通行量は大幅な減少があったが、屋外の公共的空間の利用は減少することなく、

３密を回避するための社会動向などにより増加傾向となった。豊田市駅周辺に点在する開

けた空間“まちなかの広場”を人の活動やくつろぎの場として開放し、事業者や市民等が活

用できる「あそべるとよたプロジェクト」の仕組みが中心的な役割を果たした。 

今後は、実施主体である（一社）ＴＣＣＭの組織力の強化を図りながら、「あそべると

よたプロジェクト」の認知度を高めるための広報活動等を続けていく。また、利用者の固

定化が課題であるため、新規利用者獲得につながる仕組みの検討を引き続き進めていく。 

 


